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★感染症対策のため、講演などを中止・変更する場合があります

①申し込みをする
専用Ｈ（コード❶）、または電話で目黒区粗大ごみ受付

センター（☎５７１５−００５３〈月〜土曜日８：００～１９：００。
４年１２月２９日〜１月３日を除く〉）へ。

　新型コロナウイルス対策で、調理器具、トイレのドアノブ、便
座、衣類などを消毒する場合は、約0.05％濃度の希釈液を使用
します。

区Ｈ（コード❹）では、消毒すべき場
所なども紹介しています。

①おう吐物、ふん便の処理用
約0.1%濃度の希釈液を使用します。

②粗大ごみ処理券（右画像2）を購入
ステッカー（画像１）の掲示された、区内全域のコ

ンビニエンスストアやスーパーマーケットなどで販
売しています（一部販売していない店舗あり）。販売
店や手数料の詳細は、区Ｈ（コード❷）をご覧くださ
い。

③粗大ごみを出す
粗大ごみ処理券に収集予定日
と氏名または受付番号を記入し、
粗大ごみに貼って、収集日の当
日8：00までに、自宅の前に出
してください。
※収集時間については、収集日
前日に清掃事務所へお問い合
わせください

　一辺がおおむね30cm以上のものは粗大ごみになります。粗大
ごみの収集は有料・事前申込制です。なお、区は持ち込みによる
粗大ごみの受け付けは行っていません。また、事業者から出るも
のは取り扱いできませんので、処理業者へ依頼してください。

　次亜塩素酸ナトリウム液は、塩素系漂白剤等を希釈して作る消毒
液で、濃度によってコロナウイルスやノロウイルスなどの感染症予
防に活用できます。ただし、使い方を間違えると効果がなくなるだ
けでなく、思わぬ事故につながることがあるため注意が必要です。
用途に応じた希釈や使用、保管時の注意点を守りましょう。

問清掃事務所（☎３７１９－５３４５、Ｆ3719－5064）

問生活衛生課環境衛生係（☎５７２２－９５００、Ｆ５７２２－９５０8）
　感染症対策課感染症対策係（☎５７２２－９８９６、Ｆ５７２２－９８９0）

　4年中に区ホームページへのアクセスやお問い合
わせの多かった内容を2つ紹介します。どちらも知
っておいて損はない、今年も役に立つ情報です。ぜ
ひご活用ください。

②調理器具、トイレのドアノブ、便座、衣類などの消毒用
約0.02%濃度の希釈液を使用します。
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❷

❶

＋
水500mL 塩素系漂白剤 5mL

（キャップ 1杯）

区ホームページへのアクセス（閲覧）や
お問い合わせの多い内容を紹介します

処理手数料の一例
スーツケース 300円
掃除機 300円
電子レンジ 600円

 手続き方法 

 新型コロナウイルス消毒の希釈方法� ノロウイルス等消毒の希釈方法

Hは24時間申し込めて便利！
電話は年末など混みあう時期
はつながりにくいことがある
のでご注意を

　原液濃度が5～6％の塩素系漂白剤を使用する場合は、500mL
のペットボトル1本の水に、5mL（ペットボトルのキャップ1杯）
の塩素系漂白剤を入れる。

＋
水500mL

塩素系漂白剤 10mL
（キャップ 2杯）

　原液濃度が5～6％の塩素系漂
白剤を使用する場合は、500mL
のペットボトル1本の水に、
10mL（ペットボトルのキャップ
2杯）の塩素系漂白剤を入れる。

水 2L

＋
塩素系漂白剤 10mL
（キャップ 2杯）

　原液濃度が5～6％の塩素系漂
白剤を使用する場合は、2Lのペ
ットボトル1本の水に、10mL（ペ
ットボトルのキャップ2杯）の塩
素系漂白剤を入れる。

画像１

粗大ごみの捨て方

次亜塩素酸
ナトリウム液の作り方

アクセスランキング1

アクセスランキング2コロナウイルス
やノロウイルス
の感染予防に！

目黒区以外の券
は使えません

区Ｈ（コード❸）では、
よくある質問を掲載
しています。

使用時の注意点
⃝手指の消毒には絶対に使用しない
⃝使用する際は十分に換気する
⃝有害ガスが発生するため、酸性のものと混ぜて使用しない
⃝汚れが残ったまま使用すると効果が弱まるため、できるだけ汚れ
を落としてから使用する

⃝漂白作用があるため、容器の使用上の注意を確認する
⃝商品により塩素濃度が異なるので表示などを確認する

保管時の注意点
⃝希釈したものは時間が経つと効果が減っていくので、その都度使
い切る

⃝希釈したものをペットボトルで保管するときは、誤飲しないよう、
容器に目立つように薬品名や濃度を記入しておく

⃝原液、希釈液ともに、アルミホイルなどで包んで光を遮り、直射
日光の当たらない場所で保管する

⃝危険なので、子どもの手の届かないところに保管する

1年を通じて
質問も
アクセスも
多かった

または

画像２

❸


